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『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ
ト
』
の
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
登
場
場
面
こ
そ
少
な
い
も

の
の
、
彼
女
の
陰
気
さ
、
不
寛
容
、
舌
鋒
の
鋭
さ
は
強
烈
な
印
象
を
残
す
。

殊
に
、
彼
女
の
告
白
が
す
べ
て
を
占
め
る
第
二
部
第
二
一
章
は
「
暗
い
小

説
（dark novel
）」
と
評
さ
れ
る
こ
の
作
品
の
中
で
も
、
特
に
緊
迫
し

た
箇
所
の
一
つ
だ
。

　

第
二
部
第
二
一
章
が
「
あ
る
自
虐
者
の
物
語
（The H

istory of a 
Self-Torm

entor

）」
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
病
的
な

心
理
状
態
に
あ
る
の
は
す
で
に
明
ら
か
な
こ
と
も
あ
る
の
か
、
そ
の
要
因

へ
の
詳
細
な
分
析
は
意
外
に
少
な
い
。エ
ド
マ
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ウ
ェ

イ
ド
嬢
を
「
神
経
症
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
自
分
は
決
し
て
愛
さ
れ
な
い

と
い
う
妄
想
に
囚
わ
れ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
彼
女
の
「
妄
想
」
の

元
凶
で
あ
る
私
生
児
と
し
て
の
出
生
は「
単
な
る
思
考
様
式
に
過
ぎ
な
い
」

と
言
う
（E. W

ilson 47

）。
マ
イ
ケ
ル
・
ス
レ
イ
タ
ー
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢

を
ハ
ヴ
ィ
シ
ャ
ム
嬢
の
前
段
階
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は

読
者
が
彼
女
の
自
虐
癖
を
病
的
な
も
の
と
み
る
よ
う
に
意
図
す
る
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
る
（Slater 260, 265

）。
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
リ
は
、
ウ
ェ
イ

ド
嬢
を
世
間
か
ら
隔
離
す
る
も
の
は
彼
女
自
身
の
傲
慢
と
神
経
過
敏
で
あ

る
と
言
う
が
、
そ
れ
以
上
の
分
析
は
し
な
い
（Carey 116

）。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
性
向
の
一
つ
と
し
て
、
同
性
愛
嗜
好
を
見
る
研
究
者
も

多
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ホ
ブ
ス
バ
ウ
ム
は
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
出
生
が
原

因
で
社
会
に
冷
遇
さ
れ
る
と
い
う
思
い
か
ら
、「
無
益
で
む
か
つ
く
よ
う

な
同
性
愛
」
に
逃
避
す
る
と
言
う
（H

obsbaum
 210

）。
小
池
滋
氏
は
、

建
前
と
本
音
の
分
裂
を
強
い
ら
れ
る
女
性
た
ち
を
隷
属
状
態
か
ら
救
お
う

と
す
る
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
の
精
神
を
先
取
り
し
て
い
る
か
に

見
え
る
が
、
実
は
彼
女
の
行
動
の
源
は
満
た
さ
れ
ぬ
同
性
愛
で
あ
る
、
と

指
摘
す
る
（
小
池 

三
四
一
）。
ア
ナ
マ
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ゴ
ス
は
、
ウ
ェ
イ

ド
嬢
を
二
十
世
紀
的
な
同
性
愛
者
の
原
点
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
言

い
つ
つ
、
彼
女
の
同
性
愛
嗜
好
を
認
め
、
家
庭
の
天
使
で
も
な
く
、
娼
婦

で
も
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
逸
脱
し

た
そ
の
不
可
解
さ
を
論
じ
る
（Jagoes 423-51

）。
マ
ー
サ
・
ヴ
ィ
ス
ィ

ナ
ス
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
を
支
配
し
た
い
願
望
は
回
復
不

可
能
な
偏
執
狂
に
起
因
す
る
と
分
析
す
る
。1

テ
ク
ス
ト
で
は
、
ウ
ェ
イ
ド

嬢
が
同
性
愛
者
で
あ
る
と
は
一
切
断
言
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
デ
ィ
ケ

ン
ズ
の
巧
妙
な
書
き
方
は
、
彼
女
の
同
性
愛
嗜
好
ら
し
き
も
の
を
あ
ぶ
り

出
し
文
字
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
自
虐
癖
を
従
来
と
は
別
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
彼
女
と
一
時
同
居
す
る
（
そ
し
て
同
性
愛

関
係
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
だ
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ

ム
は
素
性
、
成
育
歴
、
気
質
等
で
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
酷
似
し
て
お
り
、
ウ
ェ

イ
ド
嬢
の
分
身
と
思
し
き
存
在
だ
が
、
批
評
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
少
な

い
。
し
か
し
、
第
一
部
第
二
章
か
ら
始
ま
る
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
自
己
打

擲
は
現
代
の
自
傷
行
為
の
原
型
と
な
り
う
る
も
の
で
、
彼
女
の
情
緒
不
安

の
表
れ
で
あ
る
と
も
に
、
成
人
し
た
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
病
的
な
精
神
状
態
を
も
映
し
出
す
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム

の
物
語
は
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
告
白
で
は
語
ら
れ
な
い
少
女
期
の
自
傷
行
為

の
物
語
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ウ
ェ
イ
ド

嬢
が
執
拗
に
自
己
を
苛
み
、
そ
し
て
他
者
へ
も
敵
意
を
向
け
る
プ
ロ
セ
ス
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が
見
え
て
く
る
。2

本
稿
で
は
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
自
傷
癖
と
ウ
ェ
イ
ド
嬢

の
攻
撃
性
を
関
連
付
け
て
読
み
、
自
己
へ
の
暴
力
が
精
神
的
破
綻
を
誘
発

し
、
さ
ら
に
は
他
者
へ
の
脅
威
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
と
、
自
傷
者
を
排
除
も

し
く
は
矯
正
す
る
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

第
一
節
　
病
的
自
傷
の
定
義

　

自
傷
と
言
う
言
葉
を
聞
く
と
、
反
射
的
に
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
連
想
す

る
読
者
が
多
か
ろ
う
が
、
自
傷
の
多
岐
に
わ
た
る
文
化
・
歴
史
的
背
景

を
網
羅
し
た
画
期
的
な
研
究
書
と
の
評
価
が
高
い
、
ア
ル
マ
ン
ド
・
Ｒ
・

フ
ァ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ァ
『
自
傷
の
文
化
精
神
医
学

―
包
囲
さ
れ
た
身
体
』

（
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
と
、
自
傷
の
基
本
的
な
定
義
は
自
殺
を
目
的
と

せ
ず
、
自
己
の
身
体
を
直
接
傷
つ
け
る
、
も
し
く
は
他
人
に
自
分
の
身
体

を
直
接
傷
つ
け
さ
せ
る
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。3

広
義
の
自
傷
行
為
を

理
解
す
る
た
め
、
基
本
的
な
定
義
と
分
類
を
説
明
し
た
い
。

　

自
傷
は
、
文
化
的
に
是
認
さ
れ
た
も
の
（
儀
式
、
慣
習
、
風
俗
等
）
と

病
的
な
も
の
の
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
フ
ァ
ヴ
ァ
ツ
ァ
の
分
類
で
は
文
化

的
是
認
を
受
け
た
自
傷
は
身
体
の
癒
し
、
魂
の
救
済
、
社
会
規
範
の
維
持

と
関
係
が
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
の
磔
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
宗
教
者
の
殉
教
や
苦
行
は
万
民
を
罪
か
ら
救
済
す
る
た
め
で
あ
る

（
本
稿
の
扉
絵
参
照
）。
儀
式
は
健
康
増
進
、
霊
的
パ
ワ
ー
の
獲
得
、
病
気

平
癒
、
共
同
体
の
連
帯
感
の
形
成
、
成
年
に
達
し
た
こ
と
の
証
明
を
目
的

と
す
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
性
に
富
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
先
住
民
族
の
尿
道
切
断
、
タ
イ
プ
ー
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
ヒ
ン

ズ
ー
教
の
祭
（
一
月
二
〇
日
）
で
の
ピ
ン
や
棒
を
舌
や
頬
に
刺
す
儀
式
な

ど
が
あ
る
。4

タ
ト
ゥ
は
も
と
も
と
太
平
洋
地
域
で
の
古
い
風
習
で
、
地
域

ご
と
に
違
う
意
味
を
持
ち
、
入
れ
る
箇
所
、
年
齢
は
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。

　

現
代
精
神
医
学
の
治
療
の
対
象
と
な
る
自
傷
行
為
は
病
的
な
も
の
に
分

類
さ
れ
る
。
従
来
、
自
傷
は
自
殺
行
為
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自

傷
と
自
殺
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
だ
。
自
傷
の

わ
か
り
や
す
い
定
義
が
で
き
た
の
は
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
以
後

専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
修
正
を
繰
り
返
し
て
い
る
。例
え
ば
、フ
ァ
ヴ
ァ
ッ

ツ
ァ
ら
の
定
義
に
よ
る
と
、
自
傷
が
自
殺
と
違
う
点
は
、
身
体
に
痛
み
を

伴
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
的
に
も
せ
よ
、
精
神
的
苦
痛
や
身
体
的
不

快
を
伴
う
症
状
を
軽
減
し
、
自
傷
者
の
癒
し
と
な
り
、
秩
序
の
回
復
に
貢

献
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

病
的
自
傷
は
身
体
に
対
す
る
損
傷
が
大
き
い
順
に
重
症
型
、
常
同
型
、

中
等
度
／
表
層
型
と
な
る
。
フ
ァ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ア
の
分
類
に
従
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

重
症
型

　

突
発
的
に
発
生
し
、
深
刻
な
身
体
損
傷
や
大
量
の
出
血
を
伴
う
。
体
の

　

部
位
（
耳
、
指
、
生
殖
器
等
）
の
切
断
な
ど
。
精
神
病
患
者
、
薬
物
中

　

毒
者
に
多
い
。

常
同
型

　

重
症
型
と
違
い
、
単
調
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
他
者
が
見
て
い
る
状
況
下

　

で
起
こ
り
や
す
い
。
ヘ
ッ
ド
バ
ン
ギ
ン
グ
（
頭
部
を
打
ち
つ
け
る
）、
自

　

己
殴
打
、
口
部
内
損
傷
、
眼
球
圧
迫
・
刺
傷
、
関
節
脱
臼
な
ど
。
重
度



184

内向する暴力―病的自傷者はなぜ生まれるのか

　

の
精
神
遅
滞
者
に
多
い
。

中
等
度
／
表
層
型

　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
反
復
性
、
症

　

状
の
程
度
に
応
じ
て
次
の
三
種
類
が
あ
る
。

　

強
迫
性

日
常
的
に
何
度
も
生
じ
、
儀
式
的
要
素
が
あ
る
。
精
神
的
苦
痛
の
解

消
、
気
分
の
高
揚
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
と
す
る
。
抜
毛
、

皮
膚
の
擦
傷
、
熱
傷
な
ど
。

　

挿
話
性

そ
れ
な
り
の
頻
度
で
発
症
。
強
迫
性
と
同
様
、
精
神
的
苦
痛
の
解
消
、

気
分
の
高
揚
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
と
す
る
。
摂
食
障
害
、

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
症
、
統
語
失
調
症
に
付
随
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　

反
復
性

強
迫
性
、
挿
話
性
に
比
べ
て
、
依
存
性
が
高
く
、
自
分
の
意
志
で
は

抵
抗
で
き
な
い
ほ
ど
行
為
に
執
着
す
る
。
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
他
、
常

同
型
、
強
迫
性
と
同
じ
症
状
も
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
の
他
、

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
併
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。

自
傷
の
有
名
な
実
例
の
一
つ
と
し
て
、ゴ
ッ
ホ
の
左
耳
た
ぶ
切
断
が
あ
る
。

ゴ
ッ
ホ
は
一
八
八
八
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら
ア
ル
ル
で
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
同

居
し
始
め
た
が
、
次
第
に
不
仲
と
な
り
、
同
年
一
二
月
二
三
日
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
に
カ
ミ
ソ
リ
で
切
り
つ
け
た
後
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
行
き
つ
け
の
売
春

宿
で
左
耳
た
ぶ
を
切
断
し
、
売
春
婦
の
一
人
に
送
っ
た
。
一
八
八
九
年
に

図版① ゴッホ『自画像』（1889）
この絵が描かれた 1 年半後、1890 年
7 月 29 日にゴッホ死去。猟銃による
自殺と考えられている。
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描
か
れ
た
自
画
像
で
は
左
耳
が
包
帯
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
自
傷
の
痕
跡
を

と
ど
め
て
い
る
（
図
版
①
）。
こ
の
ケ
ー
ス
は
重
症
型
の
典
型
例
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
自
傷
の
反
復
性
と
依
存
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
先

に
、
自
殺
と
違
い
、
自
傷
は
一
時
的
で
は
あ
る
が
、
精
神
的
苦
痛
や
身
体

的
不
快
を
伴
う
症
状
を
軽
減
し
、
自
傷
者
の
安
堵
、
秩
序
を
回
復
す
る
手

段
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
身
体
の
痛
み
と

引
き
換
え
の
安
寧
は
持
続
せ
ず
、
自
傷
行
為
後
は
自
己
嫌
悪
と
罪
の
意
識

を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
自
傷
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
、
自
傷
の
度
合
い
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
自
傷
は
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物

依
存
と
同
様
依
存
症
で
あ
る
と
の
見
方
を
す
る
専
門
家
も
多
い
。5

　

第
二
節
　
自
傷
の
要
因

　

フ
ァ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ァ
に
よ
る
自
傷
の
分
類
は
、
フ
ァ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ア
自
身
も

断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
百
人
い
れ
ば
百
通
り
の
要
因
と
症
状
が
存
在
す
る

自
傷
を
わ
か
り
や
す
く
簡
略
化
し
た
も
の
だ
。
重
症
型
、
常
同
型
、
中
等

度
で
共
通
の
症
状
が
あ
り
、他
の
精
神
障
害
が
付
随
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

す
べ
て
を
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
分
析
に
援
用
す
る
の
は
不

可
能
だ
が
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
一
連
の
自
傷
行
為
は
、
環
境
と
症
状
の

点
で
、
反
復
性
自
傷
傾
向
と
共
通
項
を
多
く
持
つ
。

　

反
復
性
自
傷
者
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
傷
行
為
へ
の
依
存
度
が

高
い
。
自
傷
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
身
体
組
織
の
破
壊
、
変
形
が
起

こ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
自
傷
の
主
な
動
機
は
、
不
安
・
緊
張
・
怒
り
・
孤

独
感
の
解
消
だ
。
環
境
的
要
因
と
し
て
は
幼
少
期
の
虐
待
、
病
気
、
感
情

表
現
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
困
難
さ
、
他
人
か
ら
の
拒
絶
、
孤
独
感
、
怒
り
、

罪
悪
感
が
挙
げ
ら
れ
る
。
発
生
期
は
幼
少
期
後
期
か
ら
青
年
期
前
期
で
、

女
性
の
ほ
う
に
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
結

び
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

　

以
上
の
特
徴
は
、
第
一
部
第
二
章
の
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
言
動
を
か
な

り
の
程
度
ま
で
説
明
す
る
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
人
前
で
は
取
り
澄
ま
し

た
き
ち
ん
と
し
た
態
度
だ
が
、
一
人
に
な
る
と
髪
を
振
り
乱
し
、
泣
き
わ

め
き
な
が
ら
唇
を
つ
ね
り
あ
げ
る
。
唇
だ
け
で
は
な
く
、
首
に
も
あ
ざ
が

残
っ
て
い
る
の
は
身
体
変
形
の
一
種
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ

ム
が
検
疫
拘
留
さ
れ
て
い
た
間
に
二
回
自
傷
に
及
ん
だ
と
語
る
こ
と
か

ら
、
自
傷
行
為
の
特
徴
で
あ
る
依
存
性
が
う
か
が
わ
れ
る
（
彼
女
が
平
素

頻
繁
に
自
傷
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
察
し
が
つ
く
）。
自

傷
行
為
中
の
彼
女
の
動
作
の
一
つ
一
つ
は
、
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
野
性

動
物
を
思
わ
せ
る
。

　

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
を
自
傷
に
駆
り
立
て
る
の
は
、
雇
い
主
で
あ
る
ミ
ー

グ
ル
ズ
家
に
対
す
る
不
満
と
怒
り
だ
。
彼
女
は
強
情
で
は
あ
る
が
、
孤
児

と
し
て
生
ま
れ
、
愛
情
を
受
け
る
こ
と
な
く
育
っ
た
た
め
、
他
者
か
ら
拒

絶
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
過
剰
に
ミ
ー
グ
ル
ズ
夫
妻
の
愛
情
と
関
心
を
求
め

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
の
怒
り
は
一
家
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
次

に
一
家
の
愛
娘
ペ
ッ
ト
と
の
格
差
に
向
け
ら
れ
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
下
へ

出
奔
し
て
か
ら
も
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
の
こ
と
を
気
に

か
け
、
様
子
を
見
に
行
く
の
は
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
へ
の
断
ち
切
れ
ぬ
執
着
が
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な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
。

　

次
の
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
語
り
に
は
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
へ
の
怒
り
→
雇

い
主
へ
の
不
敬
に
対
す
る
罪
悪
感
→
矛
盾
し
た
感
情
が
引
き
起
こ
す
苦
し

み
を
解
消
す
る
た
め
に
自
傷
→
一
時
の
落
ち
着
き
を
得
る
、
と
い
う
自
傷

行
為
の
典
型
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
見
て
と
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
常
習
化
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
か
っ
と
な
る
と
、
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
。
必
死
に
努
力

さ
え
す
れ
ば
自
分
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
る
。
時
に
必
死
に
努

力
す
る
け
れ
ど
、
し
な
い
時
も
嫌
な
時
も
あ
る
。
何
を
言
っ
た
の
か
し
ら
。

自
分
で
言
っ
て
た
時
は
、
そ
れ
が
真
っ
赤
な
嘘
だ
と
わ
か
っ
て
た
。
あ
の

人
た
ち
は
、
あ
た
し
が
い
ま
ど
こ
か
で
面
倒
み
て
も
ら
っ
て
、
何
不
自
由

な
い
と
思
っ
て
い
る
の
よ
。
あ
の
人
た
ち
は
い
つ
も
親
切
だ
か
ら
、
大
好

き
な
の
。
こ
ん
な
恩
知
ら
ず
の
人
間
に
、
あ
の
人
た
ち
ほ
ど
親
切
に
し
て

く
れ
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
お
願
い
だ
か
ら
、
あ
っ
ち
へ
行
っ
て
。

あ
た
し
あ
な
た
が
こ
わ
い
の
よ
。
か
っ
と
な
る
と
、
自
分
で
自
分
が
こ
わ

い
の
。
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
あ
な
た
も
こ
わ
い
の
よ
。
あ
っ
ち
へ
行
っ
て
。

お
祈
り
を
さ
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
、
泣
い
て
、
い
い
子
で
い
さ
せ
て
ち
ょ
う

だ
い
！
」（
第
一
部
第
二
章
）

デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
時
代
に
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
い
う
概
念
は
ま
だ

確
立
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
語
り
に
は
自
我
の
分
裂
の
兆
候
が
見
ら

れ
る
。
彼
女
の
中
に
は
、「
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
私
」
と

「
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
に
感
謝
す
る
私
」
が
存
在
す
る
。
彼
女
の
言
い
分
を
心

理
学
的
に
説
明
す
る
と
、
①
本
来
の
自
分
は
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
の
召
使
の

身
分
を
甘
受
す
る
い
い
娘
で
あ
る
、
②
だ
が
、
か
っ
と
な
る
と
、
ミ
ー
グ

ル
ズ
家
に
敵
意
を
持
つ
恩
知
ら
ず
の
も
う
一
人
の
自
分
が
出
て
来
て
し
ま

う
、
③
そ
こ
で
、
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
罰
す
る
た
め
に
自
傷
に
及

ぶ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
自
傷
癖
は
、
第
一
部
第

二
七
章
で
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
か
ら
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
縁
を
切
る
よ
う
に
迫
ら

れ
た
時
に
見
せ
る
自
ら
を
引
き
裂
く
よ
う
な
仕
草
、
そ
し
て
、
ウ
ェ
イ
ド

嬢
が
少
女
時
代
に
す
る
よ
う
に
、「
ず
た
ず
た
に
切
り
裂
か
れ
た
ほ
う
が

ま
し
だ
わ
。
自
分
で
自
分
を
切
り
刻
ん
だ
方
が
ま
し
だ
わ
！
」
と
自
傷
を

ほ
の
め
か
す
と
こ
ろ
に
も
表
れ
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
少
女
期
に
つ
い
て
は

後
段
で
論
じ
る
。

　

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
自
傷
に
は
、
自
我
の
分
裂
と
と
も
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ダ
ス
テ
ィ
・
ミ
ラ
ー
の
考
察
を
要
約
す

る
と
、
①
女
性
は
社
会
的
に
反
撃
を
許
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他
人
に
対

し
攻
撃
的
・
暴
力
的
な
態
度
を
取
る
よ
り
、
攻
撃
や
屈
辱
を
甘
受
す
る
ほ

う
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る　

②
そ
の
た
め
、
女
性
の
ト
ラ
ウ
マ
経
験
者
は

虐
待
者
に
な
る
よ
り
、
自
分
自
身
に
危
害
を
加
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い　

③

一
方
、
男
性
は
社
会
か
ら
、
他
人
か
ら
の
攻
撃
や
屈
辱
に
甘
ん
じ
る
よ
り
、

反
撃
す
る
こ
と
を
是
認
さ
れ
て
い
る　

④
ゆ
え
に
、
ト
ラ
ウ
マ
経
験
者
の

男
性
は
自
分
が
さ
れ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
他
人
に
や
り
返
す
傾
向
が
あ

り
、
幼
児
虐
待
経
験
者
は
長
じ
て
か
ら
配
偶
者
や
子
供
を
虐
待
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。6

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ミ
ー
グ
ル
ズ
家

の
目
を
盗
ん
で
自
傷
行
為
に
及
ぶ
の
は
、
お
と
な
し
く
従
順
な
女
性
が
好

ま
れ
る
社
会
で
、
女
性
が
他
人
に
攻
撃
的
態
度
を
取
る
の
は
ま
か
り
な
ら
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ず
、
ま
た
身
分
の
上
か
ら
も
、
召
使
い
が
雇
い
主
に
刃
向
う
こ
と
は
も
っ

て
の
ほ
か
だ
か
ら
だ
。

　

自
傷
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
密
接
な
関
係
は
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
ウ
ェ
イ

ド
嬢
の
初
対
面
の
場
面
を
テ
ク
ス
ト
冒
頭
の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
監
獄
の
独
房

の
描
写
と
比
較
す
る
こ
と
で
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
テ
ク
ス
ト
最

初
の
二
章
は
次
の
よ
う
に
、
相
似
と
反
転
が
入
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ず
、

監
獄
と
監
獄
を
想
起
さ
せ
る
ホ
テ
ル
の
一
室
の
違
い
は
あ
る
が
、
双
方
と

も
狭
く
暗
い
空
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
に
い
る
の
は
男
性
同
士
、

女
性
同
士
の
違
い
は
あ
る
が
、
二
人
の
人
物
で
あ
り
、
二
組
の
同
性
同
士

の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
瞬
時
に
上
下
関
係
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
リ
ゴ
ー

が
格
下
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
に
過
去
の
犯
罪
歴
を
吹
聴
し
、
何
の
て
ら
い
も

な
く
他
人
を
痛
め
つ
け
る
喜
び
を
口
に
す
る
の
に
引
き
換
え
、
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
は
彼
女
よ
り
年
長
で
身
分
が
高
い
ウ
ェ
イ
ド
嬢
に
雇
い
主
へ
の

愛
着
と
憎
悪
、
自
傷
行
為
へ
の
弁
明
と
罪
悪
感
と
い
っ
た
、
矛
盾
し
た
心

情
を
涙
な
が
ら
に
吐
露
す
る
。「
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
」
が
是
認

さ
れ
た
犯
罪
者
と
是
認
さ
れ
な
い
若
い
小
間
使
い
は
、
手
段
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
双
方
と
も
暴
力
と
い
う
名
前
の
「
監
獄
」
か
ら
抜
け
出
せ
ず

に
い
る
の
だ
。

　

で
は
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
な
ぜ
自
傷
行
為
に
及
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
彼

女
の
成
育
環
境
を
分
析
す
る
と
、
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き
起
こ
す
条
件
が
す
べ

て
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
彼
女
は
素
性
も
定
か
で
な
い

私
生
児
で
、
ず
っ
と
孤
児
院
で
育
つ
。
目
下
の
雇
い
主
で
保
護
者
で
あ
る

ミ
ー
グ
ル
ズ
夫
妻
は
善
良
で
は
あ
る
も
の
の
、
独
善
的
で
感
情
の
細
や
か

さ
に
欠
け
、タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
訓
育
の
た
め
、彼
ら
が
信
条
と
す
る
「
実

際
的
」な
こ
と
は
何
一
つ
で
き
な
い
。
次
の
引
用
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

彼
ら
は
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ペ
ッ
ト
と
の
格
差
に
不
満
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
承
知
し
、
自
傷
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
親
馬
鹿
ぶ
り
を
吹
聴
す
る

―
「
お
母
さ
ん
と
自
分
は
実
際

的
な
人
間
だ
か
ら
こ
そ
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
我
々
が
ペ
ッ
ト
に
か
ま
け

て
い
る
の
を
見
て
、
あ
の
子
が
荒
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
き
が
あ
る

の
で
す
。
あ
の
子
に
は
か
ま
け
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
い
な

い
か
ら
。
か
わ
い
そ
う
に
」（
第
一
部
第
一
六
章
）。
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ト
リ

リ
ン
グ
は
『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ
ト
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
間
違
っ
た
、

も
し
く
は
不
適
切
な
親
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
中
に
ミ
ー

グ
ル
ズ
夫
妻
も
含
め
て
い
る
（Trilling xii

）。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
へ
の

同
情
を
口
に
し
な
が
ら
も
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
夫
妻
の
本
音
は
、
中
流
階
級
の

平
穏
な
家
庭
生
活
へ
の
満
足
と
、
そ
の
よ
う
な
生
活
か
ら
締
め
出
さ
れ
た

も
の
に
対
す
る
優
越
感
で
し
か
な
い
。
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ

ム
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
を
結
ぶ
楔
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
す
ア
ー
サ
ー
・
ク
レ

ナ
ム
は
終
始
一
貫
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
の
肩
を
持
つ
の
だ
が
、
客
観
的
に
見
る

と
、
た
だ
で
さ
え
感
じ
や
す
い
思
春
期
の
少
女
が
、
こ
の
よ
う
な
差
別
を

日
常
受
け
て
い
れ
ば
、安
穏
で
い
ら
れ
る
ほ
う
が
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
。

『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス
ト
』
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
氏
が
オ
リ
ヴ
ァ
ー

の
素
性
が
判
明
す
る
前
か
ら
彼
を
可
愛
が
り
、
最
後
は
養
子
に
す
る
の
に

比
べ
れ
ば
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
夫
妻
の
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
へ
の
対
応
は
不
適
切

で
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の
一
種
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
い
う
命
名
は
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ー

ド
ル
（H

arriet B
eadle

）
と
い
う
孤
児
院
時
代
の
呼
称
を
、
ハ
リ
エ
ッ



188

内向する暴力―病的自傷者はなぜ生まれるのか

ト
↓
ハ
テ
ィ
（H

atty

）
↓
タ
テ
ィ
（Tatty

、「
ぼ
ろ
、
み
す
ぼ
ら
し
い
」

の
意
味
）
と
簡
略
化
し
、孤
児
院
の
創
設
者
ト
マ
ス
・
コ
ー
ラ
ム
（Thom

as 
Coram

, c. 1668-1751, 

図
版
②
）
の
姓
を
合
わ
せ
た
名
で
あ
る
。
バ

ン
ブ
ル
に
よ
る
オ
リ
ヴ
ァ
ー
の
命
名
と
同
様
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
は
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
に
、
罪
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
生
涯
他
人
か
ら
蔑
ま
れ
る
私
生

児
で
あ
る
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
っ
て
い
る
わ
け
で
、
精
神
的
暴
力
に
等
し

い
。
こ
の
命
名
が
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
不
満
や
劣
等
感
を
掻
き
立
て
る
要

因
の
一
つ
で
あ
り
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
に
接
近
す
る
絶
好

の
き
っ
か
け
と
な
る
。

　

第
三
節
　
ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
ジ
レ
ン
マ

　

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
い
う
命
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ミ
ー
グ
ル
ズ

家
が
彼
女
の
た
め
に
「
実
際
的
」
で
よ
か
れ
と
思
っ
て
や
る
こ
と
は
す
べ

て
失
敗
す
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
「
身
体
の
ど
こ
か
に

病
を
持
つ
人
が
、
同
じ
病
の
患
者
の
解
剖
摘
出
を
興
味
深
く
観
察
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
」（
第
一
部
第
二
章
、
図
版
③
）
と
描
写
さ
れ
る

よ
う
に
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
自
傷
の
発
作
を
自
身
の
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
理
解
す
る
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
も
ま
た
、「
あ
ん
た
は
あ
た
し
の

怒
り
、
あ
た
し
の
悪
意
、
あ
た
し
の

―
何
て
言
え
ば
い
い
の
か

―

自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
け
ど

―
そ
れ
と
一
緒
に
な
っ
て
出
て
来
る
み
た

い
」
と
言
い
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
中
に
自
分
と
同
じ
自
傷
傾
向
を
見
出
す
。

つ
ま
り
、
二
人
は
同
じ
病
を
共
有
す
る
同
士
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、最
終
的
に
二
人
が
決
裂
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

図版② ウィリアム・ホガース『トマス・
コーラム』（1740）
コーラムは海軍軍人として、前半生の
ほとんどをアメリカ合衆国に勤務した
後、造船業で成功し、財をなした。彼
が 1741 年 に 設 立 し た 捨 て 子 養 育 院

（The Foundling Hospital）は世界初の
福祉法人といわれている。
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次
に
触
れ
よ
う
。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
抱
え
る
自
傷
傾
向
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
第

二
一
章
の
彼
女
の
半
生
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
彼
女
は
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
と
同
様
私
生
児
と
し
て
生
ま
れ
、
物
心
つ
く
こ
ろ
か
ら
周
囲
の

大
人
や
同
年
代
の
少
女
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。
女
性
ば
か
り
の
空
間
で

育
つ
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
怒
り
や
苦
痛
を
他
人
に
向
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
も
同
じ
だ
。

　

愛
情
を
受
け
ず
に
育
っ
た
た
め
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
他
人
を
不
倶
戴
天
の

敵
と
見
な
し
、
常
に
孤
独
感
や
疎
外
感
を
感
じ
て
い
る
。
少
女
時
代
、
彼

女
が
嫌
う
の
は
育
て
の
親
で
あ
る
「
祖
母
」、
寄
宿
学
校
の
教
師
、
同
年

代
の
少
女
た
ち
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
叔
母
で
あ
る
。
長
じ
て
か
ら
は
最
初

の
奉
公
先
の
若
く
美
し
い
令
夫
人
、
陽
気
で
人
が
よ
い
乳
母
、
婚
約
者
の

従
妹
で
も
あ
る
十
五
歳
の
教
え
子
、
婚
約
者
の
叔
母
、
そ
し
て
ペ
ッ
ト
だ
。

年
齢
も
社
会
的
地
位
も
異
な
る
が
、
皆
娘
、
妻
、
母
と
し
て
中
産
階
級
の

幸
福
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
す
る
か
、
周
囲
の
受
け
が
よ
い
人
間
ば

か
り
だ
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
行
動
の
動
機
と
な
る
も
の
は
、
自
分
の
出
自
に

対
す
る
劣
等
感
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
分
が
持
た
な
い
も
の
を
持
っ
て

い
る
人
間
に
対
す
る
嫉
妬
、
そ
し
て
自
分
を
つ
ま
は
じ
き
に
す
る
中
産
階

級
へ
の
不
満
な
の
だ
。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
呪
文
の
よ
う
に
繰
り
返
す
「
自
分
は
馬
鹿
で
は
な
い
」

と
い
う
口
癖
は
他
人
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
楯
だ
。
し
か
し
、
そ
の
反

動
で
あ
ろ
う
か
、
一
度
誰
か
に
好
意
を
抱
く
と
の
め
り
こ
み
方
が
尋
常
で

は
な
い
。彼
女
が
自
虐
に
陥
る
原
因
は
好
意
を
抱
い
た
人
間
か
ら
の
拒
絶
、

も
し
く
は
裏
切
り
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
最
初
の
手
痛
い
経
験
を
次
の

図版③「同じ病の患者の観察」（第
1 部第 2 章、フィズの挿絵）
泣き崩れるタティコーラムと彼女
を冷然と見下ろすウェイド嬢の位
置関係は二人の上下関係を示す。
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よ
う
に
述
懐
す
る
。

　

私
は
そ
の
愚
か
な
友
を
彼
女
に
は
分
不
相
応
な
く
ら
い
熱
烈
に
愛
し
た

の
で
、
私
は
ほ
ん
の
小
さ
な
子
供
だ
っ
た
け
ど
、
彼
女
を
思
い
出
す
た
び

に
恥
し
い
思
い
が
す
る
。
そ
の
子
は
い
わ
ゆ
る
愛
す
べ
き
、
愛
情
深
い
性

格
だ
っ
た
。
周
囲
の
皆
に
可
愛
ら
し
い
眼
差
し
と
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
こ
と

が
で
き
、
事
実
ふ
り
ま
い
て
い
た
。
彼
女
が
私
を
傷
つ
け
、
口
惜
し
が
ら

せ
よ
う
と
、
わ
ざ
と
そ
う
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
者
は
、
私
以
外
に

は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
こ
の
不
実
の
友
を
と
て
も
愛
し
た
の
で
、
私

の
生
活
は
彼
女
へ
の
愛
情
ゆ
え
に
ひ
ど
い
嵐
と
な
っ
た
。
彼
女
を
「
い
じ

め
た
」
と
い
う
理
由
で

―
つ
ま
り
、
彼
女
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
実
を
責

め
、
私
に
は
あ
な
た
の
心
が
読
め
た
と
い
っ
て
は
彼
女
を
泣
か
せ
た
こ
と

で
あ
る
が

―
始
終
説
教
さ
れ
、
罰
を
受
け
た
。

　
（
前
略
）
彼
女
の
計
画
は
親
族
皆
に
彼
女
を
好
き
に
さ
せ

―
そ
の
た

め
に
私
を
嫉
妬
で
身
を
焦
が
さ
ん
ば
か
り
に
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
全
員

に
対
し
て
親
し
く
仲
よ
さ
そ
う
に
し
て

―
羨
望
で
私
を
狂
わ
ん
ば
か
り

に
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
夜
寝
室
で
二
人
だ
け
に
な
る
と
、
私
に
は
あ
な

た
の
卑
劣
さ
は
お
見
通
し
よ
、
と
い
っ
て
彼
女
を
責
め
た
も
の
だ
っ
た
。

す
る
と
彼
女
は
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
、
あ
な
た
は
残
酷
ね
と
訴
え
た
。
す

る
と
、
私
は
朝
ま
で
彼
女
を
抱
き
し
め
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
彼
女
を
愛
し
、

こ
ん
な
に
苦
し
む
の
な
ら
、
い
っ
そ
彼
女
を
抱
き
し
め
た
ま
ま
川
の
底
に

飛
び
込
ん
で

―
二
人
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
後
ま
で
も
彼
女
を
抱
き
し

め
た
ま
ま
で
い
た
い
、
と
思
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。（
第
二
部
第

二
一
章
）

ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
こ
の
時
十
代
初
め
だ
が
、
こ
の
語
り
に
は
自
分
の
想
い
に

応
え
て
く
れ
な
い
相
手
に
対
す
る
恨
み
、
嘆
き
、
執
着
、
束
縛
に
満
ち
満

ち
て
お
り
、
大
人
と
見
紛
う
ば
か
り
だ
。
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
「
愛
し
た

（loved

）」
と
い
う
表
現
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
セ
ク
シ
ャ
ル
な
意
味
合
い
を

含
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
言
動
は
周
囲
の
大
人
の
目
に
は
い
か
に
も

常
軌
を
逸
し
た
も
の
に
見
え
、
罰
の
対
象
に
な
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
陰
気
で
何
事
も
思
い
つ
め
る
性
格
を
考

慮
す
る
と
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
友
情
（
も
ど
き
の
も
の
）

は
、ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
一
方
的
な
思
い
込
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
を
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
餌
食
に
な
っ
た
純
真
無
垢
な
乙
女
と
考

え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
対
照
的
に
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は

人
好
き
が
す
る
大
人
受
け
の
良
い
子
で
、
周
囲
の
支
持
と
同
情
を
得
る
術

を
心
得
て
い
る
か
ら
だ
。
ブ
レ
ン
ダ
・
エ
ア
ズ
は
、シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
の
理
想
的
な
少
女
像
の
典
型
で
、
微
笑
と
涙
と
い
う
女
の
子

ら
し
い
習
性
を
使
っ
て
ほ
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

と
述
べ
る
が
（Ayres 91

）、
実
の
と
こ
ろ
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
大
人
に

媚
び
る
ず
る
さ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。「
気
の
毒

な
性
格
（unhappy tem

per

）」
と
い
う
、
大
人
た
ち
が
ウ
ェ
イ
ド
嬢
を

排
除
す
る
常
套
句
を
使
い
、
巧
妙
に
ウ
ェ
イ
ド
嬢
を
非
難
し
、
自
己
弁
護

を
す
る
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
対
し
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
反
撃
す
る
言
葉
を
持
た

な
い
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
傷
は
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
人

間
が
感
情
の
整
理
を
す
る
た
め
に
行
う
行
為
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の

「
裏
切
り
」
を
知
る
と
、ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
自
傷
行
為
に
は
及
ば
な
い
が
、「
家

に
帰
ら
せ
て
く
れ
な
い
と
、
一
人
で
昼
も
夜
も
歩
い
て
帰
る
！
」（
第
二

部
第
二
一
章
）
と
自
己
の
肉
体
を
痛
め
つ
け
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
、
せ

め
て
も
の
腹
い
せ
を
す
る
。
帰
宅
後
は
、育
て
の
親
に
、別
の
学
校
に
や
っ

て
く
れ
な
い
と
、「
暖
炉
に
飛
び
込
ん
で
目
を
焼
い
て
し
ま
う
」
と
自
傷

を
ほ
の
め
か
し
、
自
分
の
要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
。
こ
こ
で
の
ウ
ェ
イ

ド
嬢
の
言
動
は
、
彼
女
が
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
よ
う
に
人
目
を
忍
ん
で
自

傷
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
立
場
が
弱
い
人
間

に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
肉
体
を
痛
め
つ
け
る
よ
り
、
他
人
に
自
傷
の
意
図

を
通
告
す
る
ほ
う
が
は
る
か
に
有
効
な
武
器
に
な
り
う
る
こ
と
を
理
解
し

た
と
解
釈
で
き
る
。
以
後
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
自
傷
行
為
は
極
度
の
自
己
憐

憫
と
自
己
嫌
悪
へ
と
姿
を
変
え
る
。

　

と
は
い
え
、
成
人
し
て
か
ら
の
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
婚
約
か
ら
破
談
に
至
る

ま
で
の
過
程
を
見
る
と
、
彼
女
は
少
女
時
代
と
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
美
貌
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

条
件
の
よ
い
男
性
と
婚
約
に
こ
ぎ
つ
け
、
自
分
が
嫉
妬
し
て
い
た
女
性
た

ち
と
同
等
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
婚
約
者
が
彼
女
に

好
意
や
愛
情
を
示
せ
ば
示
す
ほ
ど
、
自
分
は
美
貌
ゆ
え
に
買
わ
れ
た
奴
隷

で
あ
る
と
自
嘲
的
に
語
り
、
彼
女
の
唯
一
か
つ
最
大
の
武
器
で
あ
る
美
貌

す
ら
卑
下
す
る
。
そ
れ
で
い
て
、「
自
分
は
馬
鹿
で
は
な
い
」
と
の
矜
持

に
基
づ
い
て
婚
約
者
の
気
持
ち
が
冷
め
る
言
動
を
繰
り
返
す
一
方
で
、
軽

薄
青
年
の
ガ
ウ
ワ
ン
に
惹
か
れ
、
捨
て
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
女
は
婚
約

者
を
含
め
愚
鈍
と
見
な
す
人
間
を
毛
嫌
い
す
る
反
面
、
こ
れ
と
思
っ
た
人

間
に
は
周
囲
の
顰
蹙
を
買
う
ほ
ど
に
の
め
り
込
み
、
手
痛
い
目
に
あ
う
。

エ
ア
ズ
は
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
理
想
的
な
女
性
像
に
自
分
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
拒
否
し
て
お
り
、
恋
に
落
ち
婚
約
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い
か
な
る

男
性
や
家
族
に
も
自
分
を
「
買
う
」
こ
と
を
認
め
な
い
と
言
う
（Ayres 

91

）。
し
か
し
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
婚
約
者
へ
の
対
応
は
独
立
心
で
は
な
く
、

人
間
不
信
に
起
因
し
て
い
る
。
ガ
ウ
ワ
ン
に
対
す
る
未
練
を
依
然
ト
ラ
ウ

マ
と
し
て
抱
え
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
と
ガ
ウ
ワ
ン
を
憎
み
続
け
る
ウ
ェ
イ
ド

嬢
に
、
エ
ア
ズ
が
言
う
よ
う
な
毅
然
と
し
た
強
さ
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

対
人
関
係
に
お
け
る
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
両
極
端
な
傾
向
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
晩
年
の
随
想
録
と
し
て
名
高
い
『
余
禄
と
補
遺
』
所
収
の
寓
話

「
ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
連
想
さ
せ
る
。
寓
話
の
内
容
は
、
寒
さ

の
中
、
二
匹
の
ヤ
マ
ア
ラ
シ
が
体
を
温
め
あ
お
う
と
す
る
が
、
相
手
の
針

で
傷
つ
く
の
で
近
づ
け
な
い
と
い
う
も
の
だ
。7

ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
気
に
入
っ

た
数
少
な
い
人
間
は
独
占
し
束
縛
し
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
ず
、
気
に
入
ら

な
い
大
多
数
の
人
間
は
徹
底
的
に
遠
ざ
け
て
不
興
を
買
う
様
は
、
ま
さ
に

他
の
仲
間
と
適
切
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ヤ
マ
ア
ラ
シ
と
同
じ

だ
。
ロ
ン
ド
ン
と
カ
レ
ー
で
の
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
寓
居
が
い
ず
れ
も
荒
れ
果

て
て
、
暗
く
、
家
具
ら
し
い
家
具
も
な
く
、
周
囲
か
ら
隔
絶
し
て
い
る
の

も
、
彼
女
の
孤
立
と
他
人
へ
の
不
信
を
表
す
も
の
だ
。

　

第
二
部
第
二
〇
章
で
、
睨
み
あ
う
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の

姿
は
、
相
手
の
針
に
触
れ
な
い
よ
う
に
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
い
る
ヤ
マ
ア
ラ
シ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
よ
う
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
自

分
の
分
身
の
よ
う
な
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
と
で
さ
え
、
円
満
な
関
係
を
築
く
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こ
と
が
で
き
な
い
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
最
終
的
に
ウ
ェ
イ
ド
嬢
を
見
限

る
理
由
は
彼
女
の
釈
明
に
よ
れ
ば
、
良
心
の
呵
責
で
あ
る
。
し
か
し
、
道

義
的
な
理
由
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
自
分
は
と
て
も
惨
め
で
し
た
。
い

つ
も
不
幸
で
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
時
か
ら
、
あ
の
人
の

こ
と
を
ず
っ
と
恐
れ
て
い
ま
し
た
」（
第
二
部
第
三
三
章
）
と
い
う
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
の
告
白
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
の
別
離
を

選
択
す
る
切
実
な
理
由
は
、
年
若
な
彼
女
が
常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
拷

問
の
よ
う
な
関
係
を
続
け
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
テ
ク
ス
ト
に
は
書
か
れ
な
い
が
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
に
逃
げ
ら
れ
た

後
の
ウ
ェ
イ
ド
嬢
が
、
お
そ
ら
く
自
分
の
「
針
」
で
自
分
を
傷
つ
け
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

第
四
節
　
排
除
／
矯
正
さ
れ
る
自
傷
者

　

前
段
で
論
じ
た
よ
う
に
、
自
傷
行
為
は
行
為
者
に
と
っ
て
、
精
神
的
苦

痛
や
身
体
的
不
快
を
解
消
し
、安
心
感
を
得
る
手
段
と
な
る
。
だ
が
、フ
ァ

ヴ
ァ
ッ
ツ
ァ
は
、
現
実
問
題
と
し
て
、
自
傷
者
の
そ
の
よ
う
な
心
理
状
態

は
心
身
と
も
に
「
健
全
な
」
周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
厄
介
者
扱
い
を
さ

れ
る
ば
か
り
か
、
自
傷
者
の
存
在
そ
の
も
の
が
通
常
の
人
間
の
感
覚
を
脅

か
す
と
言
う
。8

こ
の
指
摘
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
に
対
す
る

周
囲
の
蔑
視
と
警
戒
が
奇
妙
に
入
り
混
じ
っ
た
態
度
を
理
解
す
る
う
え
で

有
用
だ
。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
自
傷
行
為
は
ほ
の
め
か
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
の
自
傷
行
為
は
も
っ
ぱ
ら
密
室
で
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
人

の
自
傷
癖
の
根
本
原
因
で
あ
る
激
し
い
気
性
は
「
良
識
的
な
」
周
囲
の
人

間
か
ら
常
に
監
視
・
叱
責
・
矯
正
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢

は
、
少
女
期
か
ら
「
気
の
毒
な
性
格
（unhappy tem

per

）」（
第
二
部

第
二
一
章
）
と
言
わ
れ
続
け
、育
て
の
親
の
「
祖
母
」、寄
宿
学
校
の
教
師
、

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
叔
母
、
長
じ
て
か
ら
は
婚
約
者
の
叔
母
か
ら
常
に
一
挙

手
一
投
足
を
監
視
さ
れ
る
。
彼
女
の
「
き
ち
っ
と
結
び
、
酷
薄
さ
す
ら
漂

う
口
許
」（
第
一
部
第
二
章
）
は
ど
ん
な
に
取
り
繕
っ
て
も
隠
し
き
れ
な

い
彼
女
の
攻
撃
的
な
性
格
を
物
語
る
（
リ
ゴ
ー
が
笑
う
と
、
口
髭
が
ず
り

上
が
り
悪
相
に
な
る
の
と
似
て
い
よ
う
か
）。
そ
の
た
め
、
初
対
面
の
時

か
ら
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
全
員
に
得
体
の
し
れ
な
い
不
気
味

さ
を
感
じ
さ
せ
る
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
は
ウ
ェ
イ
ド

嬢
を
怖
が
り
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
は
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
に
「
あ
な
た
は
我
々
皆

に
と
っ
て
、
謎
の
人
物
で
…
…
我
々
の
誰
と
も
共
通
点
は
何
一
つ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」（
第
一
部
第
二
七
章
）
と
言
う
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
ミ
ー
グ

ル
ズ
家
に
代
表
さ
れ
る
穏
健
な
中
流
階
級
の
人
間
と
は
相
い
れ
ず
、
監
視

さ
れ
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
人
間
な
の
だ
。

　

一
方
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
短
気
で
か
っ
と
な
り
や
す
い
気
性
は
ミ
ー

グ
ル
ズ
氏
か
ら
常
に
「
二
五
数
え
ろ
」
と
矯
正
を
促
さ
れ
る
（
図
版
④
）。

ア
ナ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
の
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
訓
育

は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
時
代
、
精
神
病
患
者
に
対
す
る
人
道
的
治
療
と
し
て

用
い
ら
れ
た
モ
ラ
ル
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
似
て
い
る
と
論
じ
る
（Anna 

W
ilson 193

）。9

モ
ラ
ル
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
患
者
の
自
尊
心
や
他

人
に
評
価
さ
れ
た
い
と
い
う
願
望
に
働
き
か
け
、
自
助
努
力
を
促
す
の
が

肝
要
だ
。
一
方
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
は
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
に
常
に
低
い
身
分
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を
思
い
知
ら
せ
、自
尊
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
ば
か
り
し
て
い
る
。「
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
本
人
に
と
っ
て
犬
猫
の
名
と
同
然
の
屈
辱
的
な
名
を

つ
け
、
怒
り
の
発
作
を
起
こ
し
た
彼
女
が
落
ち
着
く
ま
で
部
屋
に
鍵
を
か

け
、
閉
じ
込
め
る
、
な
ど
の
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
の
行
動
は
、
モ
ラ
ル
・
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
ど
こ
ろ
か
、
野
性
の
獣
そ
っ
く
り
の
彼
女
の
自
傷
行
為
と
相

ま
っ
て
、手
に
負
え
な
い
動
物
に
対
す
る
懲
罰
を
思
わ
せ
る
。
文
字
通
り
、

ペ
ッ
ト（pet

）の
よ
う
な
愛
ら
し
く
従
順
な
女
性
、そ
し
て
夭
折
し
た
ペ
ッ

ト
の
双
子
の
妹
リ
リ
ー
（Lily

）
の
名
が
象
徴
す
る
清
純
無
垢
な
乙
女
を

理
想
と
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
流
階
級
に
と
っ
て
、
自
ら
の
処
遇
に
不

満
を
持
ち
、
自
傷
／
自
虐
に
陥
る
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
身

の
程
知
ら
ず
で
、
自
ら
を
社
会
の
規
格
に
合
わ
せ
て
恭
順
の
意
を
示
さ
な

い
は
み
出
し
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
周
囲
の
人
間
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
を
軽
視
し
つ
つ
、
将
来
の
災
を
恐
れ
て
、
警
戒
・
監
視

す
る
。

　

第
一
部
第
二
七
章
で
ウ
ェ
イ
ド
嬢
・
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ミ
ー
グ
ル
ズ

氏
や
ク
レ
ナ
ム
と
対
決
す
る
場
面
は
、「
異
分
子
」
で
あ
る
自
傷
者
が
自

分
た
ち
を
阻
害
す
る
「
健
全
」「
実
際
的
」
な
中
産
階
級
に
戦
い
を
挑
む

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
端
正
な
美
貌
は
健
在
で
、し
か
も
、

終
始
冷
静
に
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
で
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
受
け
て
き
た
ネ
グ
レ

ク
ト
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
供
述
し
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
の
独
善
性
を
暴

き
出
す
と
と
も
に
、
嫌
味
た
っ
ぷ
り
に
ペ
ッ
ト
へ
の
溺
愛
を
攻
撃
す
る
。

一
方
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
と
ク
レ
ナ
ム
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
に
最
初
か
ら
気
圧
さ

れ
て
お
り
、相
手
の
情
に
訴
え
て
の
弁
解
と
自
己
正
当
化
、今
ま
で
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
の
調
教
に
常
用
し
て
き
た
「
二
五
数
え
ろ
」
を
繰
り
返
す
こ
と

図版④「25 数えろ」（第 1 部第 27 章、フィズの挿絵）
昂然と頭を上げているウェイド嬢、狼狽した様子のミーグルズ氏、何もできず
立ちつくすクレナムの対比が興味深い。
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内向する暴力―病的自傷者はなぜ生まれるのか

し
か
で
き
な
い
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
感
情
表
現
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
苦
汁
を
な
め
て
き
た
が
、
こ
の
場
面
で
の
ウ
ェ
イ
ド
嬢
は
過

去
に
自
分
を
屈
服
さ
せ
て
き
た
巧
み
な
弁
舌
と
い
う
武
器
を
我
が
も
の
に

し
、
世
間
の
規
範
を
何
よ
り
と
す
る
相
手
を
ね
じ
伏
せ
る
。

　

ウ
ェ
イ
ド
嬢
に
負
け
た
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
に
残
さ
れ
た
こ
と
は
ウ
ェ
イ
ド

嬢
を
侮
辱
す
る
こ
と
し
か
な
い

―
「
あ
な
た
が
ど
こ
の
ど
な
た
様
か
存

じ
ま
せ
ん
が
、
心
の
内
は
腹
黒
い
気
性
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
な
た
も
隠
し

ま
せ
ん
し
、
絶
対
隠
せ
ま
せ
ん
。
も
し
、
あ
な
た
が
原
因
は
何
で
あ
れ
同

性
の
仲
間
を
自
分
と
同
じ
よ
う
に
惨
め
に
す
る
こ
と
に
、
ひ
ね
く
れ
た
喜

び
を
感
じ
て
い
る
女
性
だ
と
し
た
ら
（
自
分
も
よ
る
年
波
で
、
そ
う
し
た

例
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）、
あ
の
子
に
は
あ
な
た
に
用
心
す
る
よ

う
に
、
あ
な
た
は
ご
自
分
に
用
心
な
さ
る
よ
う
に
警
告
し
て
お
き
ま
す
」。

ア
ー
サ
ー
・
Ａ
・
エ
イ
ド
リ
ア
ン
は
、こ
の
場
面
で
、ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
は
ウ
ェ

イ
ド
嬢
の
同
性
愛
嗜
好
を
非
難
し
て
い
る
と
論
じ
る
（Adrian 93

）。
エ

イ
ド
リ
ア
ン
の
指
摘
に
は
、
歴
史
的
根
拠
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ス
ィ
ナ
ス
は
、

少
な
く
と
も
一
八
四
〇
～
五
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
上
流
階
級
で
女
性

の
同
性
愛
は
ゴ
シ
ッ
プ
の
種
に
な
っ
て
い
た
と
言
い
、
一
八
六
三
年
一
一

月
～
六
六
年
九
月
ま
で
継
続
し
た
海
軍
提
督
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
コ
ド

リ
ン
ト
ン
と
妻
ヘ
レ
ン
と
の
離
婚
訴
訟
で
、
ヘ
レ
ン
の
不
倫
と
と
も
に
同

性
愛
が
争
点
に
な
っ
た
事
例
を
論
じ
る
。10

こ
の
裁
判
は『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ

ト
』
執
筆
開
始
か
ら
八
年
以
上
経
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、『
リ
ト
ル
・

ド
リ
ッ
ト
』
へ
の
影
響
は
な
い
が
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
女
性
の
同
性
愛
関
連

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
耳
に
す
る
機
会
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
の
回
り
く
ど
い
物
言
い
の
他
に
、
二
人
の
同
性
愛
関
係

の
ほ
の
め
か
し
は
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
態
度
に
も
見
ら
れ
る
。
ウ
ェ
イ
ド

嬢
は
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
を
手
中
に
収
め
た
時
は
勝
利
の
喜
び
を
表
す
が
、

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
に
は
最
初
か
ら
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
の
関
係
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
が
ま
っ
た
く
な
い
。
第
一
部
第
二
七
章
で
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
に
手
を

引
か
れ
て
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
た
ち
の
前
に
出
て
来
る
と

き
は
、「
半
ば
優
柔
不
断
な
、
半
ば
反
抗
的
な
」
様
子
で
、
大
嫌
い
な
は

ず
の
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
は
見
ら
れ
ず
、
ま
る
で
罪
人

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
人
の
関
係
が
世
間
に
憚
ら
れ
る
類
の
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
人
が
仮
に
同
性
愛
関
係

を
結
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
関
係
は
当
初
か
ら
危
う
さ
を
秘
め
て
い
る
。

果
た
し
て
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
暮
ら
す
う
ち
に
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
ウ
ェ
イ

ド
嬢
の
自
虐
癖
と
攻
撃
性
を
体
得
し
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
の
こ
と
を
持
ち
出

し
て
ウ
ェ
イ
ド
嬢
を
怒
ら
せ
、
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
奴
隷
と
化
し
た
我
が
身
を

わ
ざ
と
ら
し
く
嘆
く
。
周
囲
の
圧
力
で
は
な
く
、
自
他
を
愛
せ
な
い
自
傷

者
同
士
が
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
衝
突
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
人
の
関

係
は
破
綻
す
る
こ
と
が
テ
ク
ス
ト
結
末
を
読
む
ま
で
も
な
く
明
ら
か
だ
。

　

テ
ク
ス
ト
の
終
わ
り
で
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
姿
に
自

分
の
将
来
を
見
て
取
り
、
空
恐
ろ
し
く
な
っ
て
過
去
の
行
い
を
悔
い
改

め
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
に
戻
る
こ
と
に
し
た
と
語
る
。
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
タ

テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
破
局
は
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
が
予
見
し
た
よ
う
に
、
い
か

な
反
抗
的
な
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
で
も
到
底
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
敵
で
は
な
い
こ

と
と
、
二
人
だ
け
の
閉
鎖
的
な
空
間
に
他
人
へ
の
暴
力
に
喜
び
を
感
じ
る

リ
ゴ
ー
が
加
わ
り
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
ジ
レ
ン
マ
が
生
み
出
し
た
均
衡
が
崩

れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
リ
ゴ
ー
が
不
正
に
入
手
し
た
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書
類
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ミ
と
ク
レ
ナ
ム
の
結
婚
が
可
能

に
な
る
。
だ
が
、「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」
に
見
え
る
こ
の
展

開
は
な
ぜ
か
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン

バ
ー
グ
が
指
摘
す
る
通
り
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
「
半
分
喜
び
、
半
分
絶

望
し
て
、
半
分
笑
い
、
半
分
泣
き
な
が
ら
」（
第
二
部
第
三
三
章
）
ミ
ー

グ
ル
ズ
夫
妻
の
前
に
現
れ
る
の
は
、
彼
女
の
自
傷
の
根
本
的
原
因
で
あ
る

分
裂
し
た
自
我
の
名
残
で
あ
る
（B. Rosenberg 83

）。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ

ム
の
帰
還
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
下
に
出
奔
し
た
時
の
よ
う
に
衝
動
的
な
行
動

で
、
彼
女
の
中
で
は
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
に
対
す
る
憎
悪
と
執
着
の
相
克
は
未

解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
「
改
心
」
は
嫌
が
っ
て
い
た
屈
辱
的
な
名
前
と
動

物
の
調
教
も
ど
き
の
「
二
五
数
え
ろ
」
の
復
活
を
意
味
し
、
ロ
ー
ゼ
ン

バ
ー
グ
が
言
う
通
り
、
い
か
に
も
自
己
卑
下
的
で
あ
る
（B. Rosenberg 

81

）。
エ
ア
ズ
は
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ミ
ー
グ
ル
ズ
家
で
暮
ら
し
た
け

れ
ば
自
己
を
殺
す
し
か
道
は
な
い
、
と
論
じ
る
が
（Ayres 91

）、
デ
ィ

ケ
ン
ズ
作
品
で
は
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
女
性
た
ち

が
周
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
衝
動
や
欲
望
を
抑
え
、

時
に
は
過
度
の
犠
牲
や
忍
耐
を
強
い
ら
れ
る
。

　

タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
が
ま
が
り
な
り
に
も
自
己
矯
正
を
し
始
め
た
の
に
引

き
換
え
、ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
の
態
度
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。タ
テ
ィ
コ
ー

ラ
ム
の
帰
還
後
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
は
「
二
五
数
え
ろ
」
の
代
わ
り
に
義
務

を
果
た
す
重
要
性
を
説
き
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
エ
イ
ミ
を
挙
げ
る
。

し
か
し
、
娘
を
甘
や
か
し
放
題
で
中
産
階
級
の
安
定
し
た
生
活
に
収
ま
り

か
え
っ
て
い
る
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
が
、
エ
イ
ミ
の
労
苦
や
献
身
を
い
く
ら
説

い
て
も
、
外
か
ら
見
れ
ば
い
か
に
も
そ
ら
ぞ
ら
し
い
行
為
に
し
か
映
ら
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
の
、
ミ
ー

グ
ル
ズ
氏
の
説
教
は
義
務
の
美
名
の
も
と
に
女
性
に
服
従
を
強
要
す
る
も

の
で
い
や
な
気
分
に
な
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
（H

olbrook 118

）、
多

く
の
読
者
の
偽
ら
ざ
る
感
想
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム

と
エ
イ
ミ
の
邂
逅
は
マ
ー
シ
ャ
ル
シ
ー
で
の
ほ
ん
の
一
瞬
で
、
二
人
は
一

度
も
言
葉
を
交
わ
さ
な
い
。
二
人
の
最
初
で
最
後
の
邂
逅
か
ら
、
今
後
エ

イ
ミ
と
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
は
何
の
接
点
も
持
た
ず
、
従
っ
て
タ
テ
ィ
コ
ー

ラ
ム
は
改
心
後
も
、
エ
イ
ミ
の
よ
う
な
無
私
の
献
身
を
す
る
こ
と
は
到
底

で
き
ず
、
ミ
ー
グ
ル
ズ
氏
の
意
に
沿
え
な
い
ま
ま
と
い
う
可
能
性
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム
の
「
改
心
」
の
持
続
性
と
自
傷

か
ら
の
回
復
は
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
テ
ク
ス
ト
は
終
わ
る
。

　
『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ
ト
』
に
お
け
る
ウ
ェ
イ
ド
嬢
と
タ
テ
ィ
コ
ー
ラ
ム

の
自
傷
と
自
虐
は
成
育
環
境
と
病
的
心
理
状
態
の
因
果
関
係
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
り
う
る
も
の
で
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
卓
越
し
た
洞
察
力
を
物
語

る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
イ
ン
ガ
ム
が
「
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作

品
で
は
、
ス
キ
ュ
ー
ト
ン
夫
人
や
ジ
ョ
ー
夫
人
の
よ
う
な
女
性
ら
し
く

な
い
女
性
の
屈
服
・
沈
黙
・
破
滅
は
通
常
の
秩
序
を
回
復
す
る
上
で
、
必

須
か
つ
楽
し
い
一
部
分
を
提
供
す
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
（Ingham

 
86

）、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作
品
で
は
基
本
的
に
家
庭
の
天
使
の
役
割
を
担
う
資

質
を
持
つ
女
性
が
良
し
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
規
範
か
ら
外
れ
た
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内向する暴力―病的自傷者はなぜ生まれるのか

自
傷
者
は
ウ
ェ
イ
ド
嬢
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
か
ら
消
さ
れ
る
か
、
タ
テ
ィ

コ
ー
ラ
ム
の
よ
う
に
矯
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
た
め
に
、
義
務
を
果
た
せ
と
い
う
説
教
を
独
善
的
な
俗
物
ミ
ー
グ

ル
ズ
氏
の
口
か
ら
語
ら
せ
る
と
こ
ろ
が
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
諷
刺
で
あ
り
皮

肉
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
先
見
性
と
見
る
か
、
限
界
と

見
る
か
は
自
傷
／
自
虐
と
い
う
テ
ー
マ
の
枠
を
ど
う
伸
縮
さ
せ
る
か
に

よ
っ
て
、
違
っ
て
く
る
の
だ
。
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